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自 転 車 考 察

高 井 一 郎

1
70年 代 に入 り,公 害 問 題 が人 々 の認 識 に高 ま って 以 来,排 気 ガ ス を出 さず,

しか も省 資 源,省 エ ネ ル ギ ー時 代 に ふ さ わ しい乗 物 と して 自転 車 が人 気 を と り

戻 して い る よ うで あ る。

筆 者 は過 去10年 以 上 に わ た って 自転 車 の普 及,改 良 等 に様 々 な かた ち で 関 係

して き たの で あ る が,最 近 よ うや く 自転 車 とい うもの が そ の意 義 を認 め ら れ は

じめ,又 社 会 の環 境 も 自転 車 を受 け 入 れ るに ふ さ わ しい状 況 に な って きて い る

の で,自 転 車 デ ザ イ ナ ー と して,大 変 喜 ば しい こ とで あ る と思 って い る 。

し か し,こ れ ほ どの 市 場 の普 及 率 と一 般 的 人 気 に も か か わ らず,自 転 車 の 持

っ 可 能 性 と そ れ が社 会 に有 用 な道 具 と して活 用 さ れ て い るカ・を考 え る時,ま だ

非 常 に低 い レベ ル に あ り、 もっ と巾 広 い認 識 に立 っ て 自転 車 とい うも の を考 え

る こ と が必 要 で あ る と言 え るよ うで あ る 。

本 考 察 は,第1に 自転 車 の発 達 の 歴 史 を通 じて 自転 車 その もの と,自 転 車 と

社 会 状 況 との か ・わ り合 い の移 り変 わ り,第2に 自転 車 の機 能 及 び 自転 車 に関

す る人 間 工 学,第3に 今 日の社 会 に お け る 自転 車 の意 味 と可 能 性 を追 求 す る こ

と を 目的 とす る。

自転 車 の 発 達 と社 会 状 況

人 力で 走 る機 械 と い う自転 車 の構 想 は 紀 元 前 か ら あ っ た と言 わ れ て い る が,
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明確 な資 料 が な く,現 在 の よ うに,手 軽 に 自 由 に乗 り回 わ せ る よ うな 自転 車 は,

ず っ と時 代 が 下 っ て,18世 紀 に入 っ て ヨー ロ ッパ に出 現 した 。

1790年 に フ ラ ンス の シブ ラ ック(Sivrac)伯 爵 が木 製 の 二 輪 車 で パ リの ロ ワ

イ ヤ ル 公 園 を走 り回 わ っ て 人 々 を 驚 か せ た そ うで あ る が,そ れ が 一般 に 自転 車

の 発 明 の始 ま りと され て い る よ うで あ る。

しか し,こ の 自転 車 は シ ブ ラ ッ クの 木 馬 とも 言 わ れ て い る よ うに,2つ の 木

製 の 車輪 を も って は い る が,ペ ダ ル も な く両 足 で地 面 を蹴 っ て走 る もの で あ り,

方 向 操 作 の ハ ン ドル も無 い もの で あ っ た 。 〈図1> 〈図1>

1790年 とい え ば,フ ラ ンス で は 大 革 命

の 翌 年 で あ り ヨー ロ ッパ が近 代 化 の 嵐 の

中 に あ っ た時 で あ り,技 術 史 か ら見 て も,

発 明,発 見 の 相次 ぐ時 で あ っ た 。

1765年 の ワ ッ トの 蒸 気 機 関 の発 明 の 頃

か ら始 ま っ た ヨー ロ ッパ の 産 業 革 命 は,

そ の 頃 既 に あ らゆ る分 野 に わ た っ て,非

常 な勢 いで 進 行 して い た時 代 で あ った が,

蒸 気 機 関 が陸 上 の 交通 機 関 と して 発 達 す

るの は1825年 の ス チ ー ブ ン ソ ンの 蒸 気 機

関 車 の 出 現 と,そ れ以 後 の 鉄 道 の発 達 に

1790年 フ ラ ンス の シブ ラ ッ ク(Sivrac)

伯 薦 と その 時 乗 り回 して い た 木 製 自転 車 。

地 面 を蹴 っ て 走 る。 ハ ン ドル は動 か な い 。

ま た な け れ ば な ら なか った し,更 に個 人 や 少 人 数 の 交通 手段 と して は,ま だ 馬

や 馬 車 に頼 っ て い た の で あ る。

自転 車 は この よ うな時 代 に現 わ れ,人 々 の非 常 な関 心 を集 め て 発 達 した の で

あ る。

19世 紀 に入 り,1819年 頃 に は,フ ラ ンス の ニ エ プ ス(Niepce)や ドイ ッ の ド

レイ ス(Draise)に よ っ て,ハ ン ドル 操 作 に よ って 前車 輪 を動 かす 式 の も の が

発 明 され,そ れ らは ベ ロ シ フ ェ ー ル(Vel。cifere)と か ドレイジーネ(Draisienne)
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な ど と呼 ば れ て い た 。

その 後 約50年 を経 た1861年 に フ ラ ンス の ミ シ ョー(Michaux)に よって 前 車 輪

を ク ラ ンクペ ダ ルで 回転 させ る方 法 が 考 案 され ζ れ がベ ロシペ ード(Velocipede)齒

と呼 ば れ 自転 車 の 発 展 に 大 い に貢 献 す る。<図2>

〈図3>

〈図2>

1861年 フ ラ ン スの ミシ ョウ(MICHAUX)の

自転 車 。 前 車 輪 を ク ラ ンクペ ダ ル で 回転 させ

る。 ベ ロ シ ペ ー ド(Velocipede)と 呼 ば れ る。

フ ル サ イ ズ 自転 車(オ ー デナ リー)or(ペ ニ

フ ァー ス イ ン グ)と 呼 ん だ 。 そ の一 種"ブ イ

サ ル0ペ ダ ル を踏 んで 動 かす 式 。 約14.5kg

こ の 前 輪駆 動 の ク ラ ン ク付 き 自転 車 は ス ピー ドを上 げ る た め に,そ の 後 段 々

と前 車 輪 を大 き く し,い わ ゆ る ダ ルマ 型 自転 車,オ ー デ ナ リー(Ordinary)と

な り,一 世 を風 び す る こ と に な る。〈図3>

1876年 チ ェ ー ンを用 い て 後 車 輪 を駆 動 す る現 在 の 自転 車 の ス タ イ ル に 近 い も

の が,イ ギ リ スで 考 案 さ れ,そ れ が安 全 自転 車(SafetyBicycle)と よ'ばれて,

そ れ迄 盛 ん で あ っ た オ ー デ ナ リー に代 わ っ て普 及 す る こ と に な る。Safety

Bicycleに は い ろい ろ な型 が 出現 した の で あ る が,一 般 的 には1885年 に ス ター
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リー(Starley)が 考案 した と され て い る。

さて こ ・に,自 転 車 の 改 良 に関 す る も う一 っ の 重 要 な発 明 が生 れ た 。1888年

にア イ ル ラ ン ドの獣 医 で あ っ た ダ ンロ ップ(Dunlop)は 空 気 入 りタ イ ヤ を 発

明 した 。

以 後 走 行衝 撃 か ら起 る様 々 な トラ ブ ル が一 挙 に解 消 し,自 転 車 の 機 能 が格 段

に上 昇 す る と共 に,ス タ イ ル が ほ ・"定着 し,そ れ以 後1960年 に 至 る まで の70年

間,ほ とん ど変 わ らな い姿 を続 け る こ と に な っ たの で あ る 。

話 題 は 自転 車 か らや ・それ る よ うで あ るが,こ の 年 代 の 間 に 自動 車 の 発 明 が

あっ た 。

面 白 い こ と に最 初 の動 力 車 は 自転 車 に蒸 気 機 関 をっ け た もの で あ っ た 。

1876年 になると内燃 機 関 の 画 期 的 発 明 で ある オ ットー翌 イ クル が出 現 し,1883

年 に ダ イ ム ラ ー が ガ ソ リ ンエ ン ジ ン を塔 載 した 自動 車 の原 型 を開 発 した 。 以 後

自動 車 は 発 展 の一 途 をた

ど り,1885年,ス ター リ

ー の 安 全 車 が生 れ た 年 に

は,ダ イ ム ラ ー ・ベ ンツ

車 が 生 ま れ,1895年 には

ア メ リ カで 自動 車 会 社 が

設立 さ れ,1909年 には,

かの 有 名 なT型 フ ォー ド

が大 量 生 産 に 入 るの で あ

る。 〈図4>

自転 車 は こ ・に至 って

よ うや く退 潮 を来 た し,

1885年 ベ ンツ モ ー ター トラ イサ イ ク ル 〈図4>

自動 車 に道 を譲 る こ と に な るの で あ る が,1888年 か ら1909年 に至 る わず か20年

間 が 自転 車 の 黄 金 時 代 で あ っ た の で あ る。
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この 間 に は実 に様 々 な

ス タ イル の 自転 車 が 生 ま

れ,愛 用 され た よ うで あ

る。 〈図5>

そ の中 に は,ス ター リ

ーの 考 察 した
,コ ンベ ト

リー ・レバ ー トラ イサ

イ ク ル や,デ フ ァ レ ンシ

ャ ル ギ ヤ を取 付 け,後 年

自動 車 の 発達 に大 きな貢

献 を した,ロ イ ヤ ル サ

ー ボ トラ イサ イ ク ル ,

又前 ホ ー ク に ス プ リ ング

を持 つ モ デ ル ・ シャ フ ト

ドラ イ ブ機 構 の もの,或

い は2人 乗 り3人 乗 り な

ど も現 わ れ る が,前 述 の

如 く,1910年 以 後 の モ ー

タ リゼ ー シ ョ ンの 波 に押

され て,姿 を消 して い っ

た の で あ る。<図6>

さ て一 転 して,時 代 は

'変 わ る が
,第2次 大 戦 後

の 日本 の状 況 は,自 転 車

の 発 達 と変 遷 に関 して ヨ

ー ヨ ッパ の ミニ 版 を 出現

1876年 コ ンベ トリ_レ バ_ト ラ イサ イ ク ル 〈図5>

〈図6>
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した 如 くで あ っ た こ と を想 い起 せ る も の が あ る。

終 戦 直 後 の 混 乱 期 を過 ぎて,昭 和27--8年 頃 に な る とそ れ 迄 の 重 い実 用 車 で

は な く軽 量 で 性 能 の 良 い 軽 快 車 と呼 ば れ る 自転 車 が姿 を見 せ は じめ た 。 更 に30

年 ～33年 頃 に な る と急 速 に改 良 され,普 及 され は じめ た。 こ の頃 が 戦 後 の 第1

の ブ ー ム 期 で,サ イ ク リ ン グ とい う言 葉 も生 れ て 一 般 に大 い に発 展 した 。 この

時 期 に材 質 の 向 上,各 部 品 の 軽 量 化,変 速 機 等 の機 能 部 品 の 研 究 が 本 格 的 に取

組 ま れ る こ と に な り,自 転 車 業 界 も飛 躍 的 発 展 を と げ た。

と ころ が,昭 和35年 頃 か らモ ー タ リゼ ー シ ョ ンが 日本 で も よ うや く開 始 され

は じめ て い た 。 自動 車 は,ま だ 性 能 もデ ザ イ ン も今 一 歩 とい う とこ ろで あ っ た

し,価 格 も一 般 市 民 に は 高 い もの で あ って,一 挙 に 自動 車時 代 に な る こ とは な

か っ た が,そ の 代 りに オ ー トバ イ,ス クー タ ー の時 代 が出現 した 。

更 に昭 和40年 代 に入 る と,本 格 的 モ ー タ リゼ ー シ ョ ンの 波 が到 来 した 。 日本

の 自動 車 もよ うや く国 際 水 準 の 性 能 とデ ザ イ ン を有 す る よ うに な り,人 々 の所

得 も向 上 した の で,マ イ カ ー を持 っ こ とが 庶 民 の あ こ がれ と な り又 そ れ は急 速

に実 現 した の で あ る。

こ うな っ て く る と 自転 車 は 明 ら か に退 潮 の様 相 を呈 し,人 々 は 自転 車 な どは

時 代 お くれ と思 うよ うに な った。又 自転 車 は,自 動 車 交通 の じ ゃ ま に な る と い う

の で,都 市 の 主 要 道 路 か ら追 い 出 さ れ る傾 向 に な っ た の で あ る。

と こ ろ が,そ れ か ら わず か数 年 後,即 ち1970年 代 に な って 事情 は一 変 しは じ

め た 。 言 う迄 もな く公害 問 題 に端 を発 し,そ れ 迄,現 代 文 明 の シ ンボ ル と して,

或 い は 都 市 交 通 の最 も進 ん だ機 関 と して の 自動 車 に,は じめ て 批 判 の 目 が向 け

られ た の で あ る。

この よ うな世 相 に な った 時,前 述 の よ う な 自転 車 か ら 自動 車 へ の 発 展 過 程 を

ふ ま えた視 野 に立 っ て み る と,今 や 全 世 界 的 規模 で 展 開 され て い る 自 動 車 文 明

批 判 の大 き な旗 印 と して バ イ コ ロ ジー 運 動 が起 こ り,自 転 車 が 大 い に復 活 す る

気 運 に な った の は,む し ろ当 然 と も言 え る の で あ る。
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日本 に於 け る戦 後 の モ ー タ リゼ ー シ ョン拡 大 の 中 で 自転 車 が も はや 消 滅 す る

か の よ う な状 況 に あ っ た時 に も一 方 で根 強 い底 流 が あ っ た。

第1は,自 転 車 ス ポー ツ が 除 々 にそ の底 辺 を増 して きた こ とで あ る。 自転 車競

技 は ヨー ロ ッパ で は スt一 ツの 華 形 で あ る が,日 本 に も除 々 に普 及 して きた こ

とで あ る。

日本 の 自転 車 ス ポ ー ツ にっ い て 考 え る場 合 競 輪競 技 とい う もの を抜 き には 出

来 な い が,「 競 輪 」 は 日本 自転 車 の 発展 に大 きい貢 績 と,又 そ れ に劣 ら ない 程

の マ イナ ス効 果 を もた らせ た。

戦 後,日 本 人 が考 案 した 「競 輪」 につ い て こ ・で くわ しく分 析 す る い と ま は

ない が,と も か く近 代 オ リ ン ピ ッ ク が1896年 に アテ ネで 開催 さ れて 以 来,主 力

種 目 と して 行 わ れ た(日 本 で は認 識 は薄 い が)が,軽 合 金 を主 と した良 質 の 器

材 が,今 日の スt一 ツ競 技 用 の 自転 車 を作 る基 礎 と な っ た 。

第2は 少 年 層 の支 持 で あ る。小 供 は全 く自転 車 が 好 きで,屋 外 の 遊 び道 具 と

して 欠 かせ な い も の だ 。 こ の小 供 用 自転 車 に は 大 別 して2つ の グ ルー プ が あ る。

その1つ は,幼 児 車 で3才 ～6才 の 小 児 が使 うも ので,い わ ゆ る三 輪 車 と呼

ば れ ず っ と以 前 は,こ れ は 自転 車 で は な く,玩 具 で あ る とい う観 念 で あ っ た 。

と こ ろ が,或 る 自転 車 メ ー カ ー が,こ の 車 種 を改 良 して小 供 に人 気 の あ る,よ

り安 全 な ス タ イ ル に した こ と に よ って 爆 発 的 と云 っ て も良いほ ど売 れ だした 。 日

本 中 の ほ とん ど の家 庭 の 子 供 が男 女 を問 わず 買 うこ とに なれ ば,大 変 な数 量 と

な る。

今1っ の グ ル ー プ は小 学 校 高 学 年 か ら中学 生 の 男 子 用 の 自転 車 で あ る 。 昭 和

35年1,年 に行 っ た ヤ ン グエ イ ジ対 象 の マ ー ケ ッ ト ・リサ ー チ で,常 に 必 ず 欲

しい もの の 第1位 に ラ ン ク され て い た が,こ う い う要 望 が昭 和40年 以 降 に起 っ

た ジ ュニ ァ ス ポ ー ツ車 の 前 提 と な っ た の で あ る。

第3の 支 え は,地 方 の 需 要 で あ る,特 に農 村 地 域 な どで は一 家 に数 台 の 自転
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車 は 必 需 品 で あ ろ う。 又,中 学 生,高 校 生 に と って 自転 車 通 学 はむ しろ 当 り前

の こ とで あ る。

こ うい う需 要 は全 国 に また が る堅 固 なマ ー ケ ッ トを形 成 した 。

第4に は,海 外 市 場 の 要 因 に よ る輸 出 の 増 大 が あ る。 特 に米 国 で は,ハ イ ラ

イザ ー と称 す る小 供 車 が流 行 し,そ の需 要 を満 た した の は 日本 の業 界 で あ った

の で,こ の時 代 に業 界 は小 輪 車一16"一一18"車 で 幼 児 車 で は な い もの一 の 生 産 態

勢 を築 い た 。

最 後 に あ げ られ るの は,日 本 自転 車 デ ザ イ ンコ ン クー ル の 開 始 と,そ れ以 後

日本 市場 に定 着 した ミニ サ イ クル の 流 行 に つ いで あ る。

自転 車 コ ンペ は1965年 以 来,旧 関 西 自転 車 産 業協 会(現,自 転 車 セ ン タ ー)

が主 催 し,1972年 迄8回 に互 っ て毎 年 開 催 した が,こ れ らの応 募 作 品 の 中 か ら

日本 人 の体 格 と生 活 に適 した ス タイ ル の 自転 車,ミ ニ サイクル が 出現 した 。〈図7>

<図7>

現 代 社 会(自 動 車 社 会)の ひ ず み

前 述 の よ う に,1920年 代 か ら始 ま っ た 自動 車 時 代 は,そ の50年 間で 驚 異 的 発

展 を遂 げ,現 代 社 会生 活 に な くて は な らぬ もの に な っ た 。現 代 人 は,生 れ て か
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ら死 んで 霊 柩 車 に乗 る まで 自動 車o>世 話 に な っ て お り,特 に都 市 に於 て は,そ

れ を機 能 させ るた め に タ ク シー,商 業 車,運 搬 用 トラ ッ ク,ゴ ミ回 収 車 な ど が

あ り,都 市 集 中 度 が高 ま る につ れ て,こ れ らの 自動 車 は急 速 に 増 加 す る。 こ れ

に加 え てDoortoDo。rの 便 利 さ か ら急 速 に増 え だ した マ イ カー 。

その た め,今 迄 の 都 市 は 自動 車 の た め に改 造 しな け れ ば,機 能 マ ヒ に 陥 る こ

と と な っ て し ま うた め,建 築 物 を こ わ して 道 路 を広 げ,高 速 道 路 をつ く り,歩

<図8>

道 橋 を っ く って 自 動 車 に

適 合 した 都 市 に改 造 す ぺ

く大 わ ら わで あ る 。

とこ ろ が 現 在,こ の 都

市 改 造 途 上 に人 々 は い く

つ か の矛 盾 に気 付 きは じ

め た。 そ れ は 恐 怖 さ え感

じる矛 盾 で あ る。〈図8>

その 第1は 車 の 増 加 が

無 制 限 で は な い か とい う こ とで あ る。 現 在 迄 の 勢 いで 増 え続 け る とす れ ば,ど

の よ う に大 胆 な道 路 計 画 を実 行 して も 自動 車 に追 いつ くこ とは 出 来 な い ので は

な い か と い う恐 れで あ る。

第2は,自 動 車 を ス ム ー ズ に通 そ うとす れ ば す る ほ ど人 間 の歩 く場 所 が な く

な っ て きた と い うこ とで あ る。 道 路 は も と も と人 間 の 歩 くと こ ろ で は な か っ た

か とい う疑 問 で あ る。

第3は 大 気 汚 染 とい う公 害 の 発 生 源 と して 大 き い要 素 を 占 め て きた こ とで あ

る。

第4は 交通 事 故 で あ る 。 日本 全 国 で 起 る数 え切 れ な い位 の 交 通 事 故,そ の 為

に毎 年1万 人 以 上 の死 者 を出 して い る。

こ の よ う に 自動 車 が も た らす 必 需 性 と有 害 性 は,自 動 車 そ の もの ・改 良 や ,
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道 路構 造 の改 良 な ど が緊 急 に必 要 で あ る こ と が痛 感 され るが,し か し,も っ と

大 きい 行 きづ ま り が 自動 車 文 明 の 行 手 に現 れ た よ うで あ る。

それ は ガ ソ リ ンの 不足 と い う大 敵 で あ る。 石 油 資 源 の限 界 は,あ と30年 と も

50年 と も言 わ れ て い る。 日本 の よ うな輸 入 国 で は,そ れ以 前 に恐 慌 状 態 に な る

の は,ほ ・"間違 い ない と言 わ れ て い る。

30年 と い えば,も う目前 の こ とで あ るの に現状 で は ガ ソ リ ン 自動 車 に 代 る有

効 な手段 も現 われ て い ない の で あ る。

こ ・で,も う1方 の視 点 か ら現 代 社 会 を見 る時,"人 間 力"の お と ろ え を言 う

こ とが 出 来 る よ う に思 われ る。

人 間 の 移 動 の能 力 を飛 躍 的 に伸 ば す た め に昔 か ら人 間 は様 々 の 努 力 を重 ね,

遂 に20世 紀 に 入 って あ ら ゆ る面 で 移 動 能 力 は 拡 大 した 。

人 間 個 人 の 移 動性 に関 して 自動 車 は決 定 的 な役 割 を果 た した の で あ る が,皮

肉 な こ と に,こ れ が人 間 力 を退 化 させ る こ と に な っ た 。.

人 間 は 自 己 の 能 力 を拡 大 す る 為 に機 械 を作 って 一 時 は成 功 した か に 見 え る が,

実 は機 械 に代 理 を させ て い る う ち に本 来 持 っ て い た能 力 を失 って い くの で は な

い だ ろ うか。

今 の 時 代 は,人 間 の 外 的 条 件 で あ る環 境 ば か りで な く,内 的 条 件 即 ち,体 力,

運 動神 経,感 覚,意 志 力 な ども 除 々 に退 化 を きた らせ て い るの で は な い だ ろ う

か 。つ ま り,我 々 は 「環 境 」 と同 時 に 「人 間 力」 を も と り昃 さ な け れ ば な ら な

い 。(※ 精 神 的 内 容 を表 わす 人 間 性 と区 別 した)

この よ うな現 代 社 会,特 に 自 動 車 を 中 心 と した社 会環 境 の 問 題 に対 して,有

効 な手段 は ま だ 見付 か って い な い の が現 状 で あ る と言 え るが,し か し事 は重 大

な の で あ っ て,こ の 為 の ど ん な小 さ い提 案 で あ っ て も,有 効 と思 わ れ る も の は

研 究 を進 め て み な けれ ば な らな い で あ ろ う。

復 活 した 自転 車
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この様 な時 代 と な っ て 自転 車 が再 び 見 直 され,多 種 多 様 の,か つ 大量 の 自転

車 が 出現 す る こ と とな っ た 。 こ の情 勢 は 先 ず ア メ リ カ に於 て バ イ コ ロ ジ ー運 動

が提 唱 され,そ れ が 日本 に も波 及 を して くる。 或 い は 又 ヨー ロ ッパ は 今 日的 問

題 に加 えて伝 統 的 な強 み を も加 え て益 々 盛 ん に な っ て い る よ うで あ る。

たfし 問題 は,こ れ を単 な る流 行 や,一 時 的 ブ ー ム に終 わ らせ る こ と な く,

社 会環 境 や 人 間 自身 の 回復 に も役 立 つ こ と が本 当 に 可能 か ど うか とい うこ と で

あ る。

我 々は,そ の 参 考 の た め に 自動 車 出現 以 前 ゐ 最 後 の 時 代 で あ る1888～1909年

を考 え る こ と が出 来 る が,前 述 の如 く その 時 代 こ そ正 に 自転 車 全 盛 の20年 間 で

あ っ て,そ の 時 代 の 最 も進 ん だ 技 術 と知 恵 を集 め て 作 ら れ た も の が,い か に 素

晴 ら しい もの で あ っ た か を思 い起 こ し,そ れ らが 今 日 的 に 考 え直 され る な ら

ば,更 に大 きい可 能 性 を発 展 させ るこ と が出 来 るの で は な い か と思 うの で あ る。

・自転 車 の機 能 と役 割

自転 車 を単 な る乗 物 と して で な く,前 述 の よ うに現 代 社 会 に お け る人 間 回復

に役 立 っ 道 具 と して取 上 げ る と共 に,自 転 車 とい う道 具 そ れ 自身 が 人 間 と機 械

の調 和 の 上 に成 り立 っ て い る こ と を先 ず 述 べ る。

自転 車 は人 間 と機 械 とが 一 体 と な っ て 機 能 す る。 生 き た人 間 が エ ン ジ ンで あ

る が た め に その 出 力 は千 差 万 別 で あ り,又 その 時 々 の状 況 に よ っ て変 化 す る の

に比 べ 自転 車 と い う器 材 は機 械 系 の原 則 に従 が う。 そ こ に人 間 と機 械 の 調 和 が

必 要 と な って くる。

自転 車 が走 行 す る た め の 要 因 は,

1.人 の体 力(持 って い るエ ネ ル ギ ー)

2.筋 力(脚 筋 力,腹 筋 力,握 力等)

3.回 転 力(ペ ダ ル を 回転 す る 力 と技術)

4.平 衡 感 覚

一29一



5.走 行 意 志

6.適 度 の体 重

の よ う な人 体 に関 す る もの と,

7.人 体 の ポ ジ シ ョ ンを決 め る車 体 寸 法

8.回 転 部 分 の 適 度 の重 さ

9.後 輪 半径 お よ び ギ ヤ比

10.転 動 抵 抗,お よ び伝 達 効 率

11.ク ラ ン ク回 転 効 率

12.フ レー ム 寸 法 と角 度

13.車 体 の 剛 性

14.耐 シ ョ ッ ク性 お よ び ク ッ シ ョ ン性

等 の機 械 に関 す る事 項 が あ り,こ れ らの う ち1つ で も欠 け る もの が あ れ ば,

快 適 に走 行 す る こ と は 出 来 な い。

又,自 転 車 は そ の 使 用 目的 に よ って 機 能 は異 な る もの で あ る。短 距 離 用 の も

ので 長 距 離 を走 るこ とは 困難 で あ り,

高 ス ピ ー ドで 走 る もの と,荷 物 を運 搬
.

す る も ので は 全 く違 った 性 能 を もっ 。

も う一 っ の 要 素 と して は,自 転 車 は

1つ の型 に決 ま っ た機 械 で は な く,そ

れ が乗 り手,目 的,品 質 グ レ ー ドに絶

えず 変 化 し得 る こ とで あ る。

こ れ ら を ま と め る と第9図 の よ う な

4つ の 系 に よ っ て示 す こ と が 出来 る。

自転 車 は,こ れ ら4っ の系 が そ れ ぞ れ

満 足 され,か っ 綜 合 され る と き完 全 に

機 能 す る もの で あ る。

〈図9>
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この よ うに考 え る と き,自 転 車 とい うの は正 に人 間 と機 械 との 調 和 を実 現 す

る もの で あ ると言 う こ と が出 来 るが,〈 人 聞 と機 械 との調 和 〉 これ は他 な らぬ

現 代 文 明 の課 題 で あ り,イ ン ダス トリ ア ル デ ザ イ ンの 目的 そ の もの で も あ る。

車 種 に よ る構 造 ・機 能 の 違 い の例

現 在 の 自転 車 は 多 種 ・多様,千 差 万 別 で の る こ とは,そ の ア ジ ャ ス タブ ル な

性 格 上,必 然 的 に生 じた もの で も あ る が,こ れ を使 用 目的 別 に大 別 す る と,競

技 用 レー サ ー,サ イ ク リ ン グ車,実 用 車,ミ ニ サ イ ク ル,子 供 車 等 で あ る。 こ

れ らの もの は当 然 そ の構 造,部 品,機 能 に大 き な違 い が あ る が,こ ・で は そ の

1例 と して 競 技 用 レー サ ー と ミニサ イ ク ル を と り上 げ比 較 を して 見 た い と思 う。

Aレ ー スサ イ クル(競 技 用 車)

人 間 の 持 つ エ ネ ル ギ ー を 自転 車 走 行 の た め に フ ル に伝 達 す る には 勿 論 足 か ら

だ けで は な く身 体 全体 か らの 力 を 自転 車 に注 ぐ必 要 が あ る。 この た め に は,脚

力,腹 筋 力,腕 力 が 充 分 に 力 が入 る姿 勢,例 え ば ボ ー ト漕 ぎの 姿 勢 に近 い 背 を

曲 げ た前 屈 姿 勢 と な るが,更 に風 圧 を避 け る た め に ス キ ー競 技 の エ ッグ ス タ イ

ル に近 い姿 勢 に な る。

自転 車 の場 合 は,そ れ に加 えて

て ペ ダル の 回転 数 を あ げ るた め,

筋 肉 の収 縮 の ピ ッチ を速 め る必

要 が あ る が,こ の た め に は 骨 盤

に対 す る大腿 骨 の動 きの 角 度 と

ひ ざ関 節 を は さ む大 腿 骨 と脛 骨

の 開 閉 の 角 度 が小 さい方 が有 利

で あ る た めサ ドル位 置 は 前 方 に

あ るの で,ま す ます,前 方 に傾

くの で あ る。一 〈図10>

〈図10>

一31一



そ の ス ピー ドは約100粁 の ロ ー ドレ ー ス の平 均 平 地 時 速 は約40粁,ト ラ ッ ク

競 技 で は1000米 を0ス ター トで 約1分10秒 程 度 で平 均 時 速50粁,瞬 間 ス ピー ド

で 時 速 約60粁 程 度 で あ る。

Bホ ー ム サ イ ク ル(ミ ニ サ イ クル)

レー ス サ イ ク ル に比 べ て,ホ ー ム サ イ ク ル の機 能 は特 定 の 短 距 離,短 時 間 の

使 用 が 多 い 。

こ と わ っ て お か ね ば な ら ない が,ホ ー ムサ イ クル は家 庭 用 自転 車 と い う程 の

意 味 で,ミ ニ サ イ ク ル と同 意 義 で は な い 。 しか し,日 本 で は,ミ ニ サ イ ク ル が

家庭 用 と して普 及 し今 や 同 じ もの を指 す よ うに な っ た 。

この よ う うな 自転 車 は 巾広 い 年 令 層,色 々 な 目的 に もた えね ば な ら な いの で,

各 部,特 にサ ドル 上 下 の ア ジ ァ ス タ ブ ル な もの で な けれ ば な らな い 。 又 走 行 速

度 は遅 くペ ダ ル の 回転 数 も少 な いの で,サ ドル は ペ ダル の後 方 に あ る。 こ れ は

骨 盤 に対 す る 大腿 骨 の 動 きや ひ ざの 関 節 部 の 開 閉 角 度 を 大 き く した 方 がペ ダ ル

に力 が入 りや す く効率 が高 い か らで あ る。一 .〈図11>乗 り手 の 上体 は上 向 き と な

りハ ン ドル位 置 よ 高 く・ 前 方 の視Aレ _ス サイ クルBホ_ム サ イクル

界 も よ く な る。 ハ ン ドル は切 れ の

良 さ よ り,買 物 カ ゴ な ど を積 む こ

とが あ るの で 安 定 性 が 主 要 とな る

の で 巾 が 広 い。 サ ドル は ス ポ ー ツ

車 に比 べ て 巾 が広 く ク ッ シ ョ ンの

良 い もの で な け れ ば な ら な い。

(デ ィテ ー ル 説 明 〈図12>～ 〈図15>)

サ ドル前方 サ ドル後方 く図11>
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Aレ ー ス サ イ クル Bホ ー ム サ イ ク ル

〈図12>

1全 体 構 成

A力 を有効 に回転 力に伝達す るため必要

な剛性 と強度 を保っため,ダ イヤモ ン ド

型 フ レームを用 い,ヘ ッ ドァ ングルa及

びハ ンドルとサ ドルの関係角 度bが 少 さ

いo

B短 距離 を低速で走 る自転 車ではヘ ッ ド

ァ ングルaの 角度 をや ・少 さくとりbの

角度 は,大 きくして,背 筋をまっす ぐ伸

ば した乗 車姿 勢をとる。

〈図13>

2フ レ ー ム

A軽 量 化 の た め 肉 厚 が薄 く強 度 の あ る材

料,ハ イテ ン シ ョ ン鋼 や クロ ー ム ・モ リ

ブ デ ン鋼 を使 用 す る。

a‐73° ‐74°

b‐73° ‐74°

c‐500-530

Bメ イ ンパ イ プ を太 い 一 本 の パ イプ でU

字 型 に曲 げて い るの で,女 性 が 乗 り降 り

し易 い 。

a‐70° ‐71°

b‐70° ‐71°

c‐350-400
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Aレ ー ス サ イ ク ル Bホ ー ム サ イ ク ル

<図14>

3ハ ン ド ル

Aド ロ ップ ハ ン ドル の形 状 は,三 っ の

乗 車 姿 勢(ト ップ,ミ ドル,ア ン ダ ー)

を保 つ こ と が 出 来 る

Bホ ームサイ クルの乗車姿勢 は上体 が

立 ってい るので,ハ ン ドルグリップの

位 位置は高 く,安 定 を良 くす るため巾

が広い。

〈図15>

4サ ドル

A走 行 中,体 重 の大部分 は,両 足両手

にかかるので,座 る機能 は重視 され な

い。 それは腰 のポ ジシ ョンを決め,両

足の動 きを防げない為,巾 の狭 い もの

となる。

B低 速 走行の場 合,ペ ダリングは座 っ

た姿 勢 に近いので,巾 が広 くク ッショ

ンの良い ものが望 ましい。
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現状 の 問 題 点 と それ に 対 す る1提 案

昨 年10月 に は,IDの 世 界 会 議,"ICSID'73KYOTO"が 開 催 され た が,会

議 に際 して筆 者 が 参画 した シテ ィ委 員 会 は,都 市 と 自転 車 につ いて 一 つ の 大 き

い発 言 と試 み を な した 。 そ して この プ ラ ンはICSIDの メイン イベ ントと な り デ

ザ イ ン会 議 の あ り方 と して も高 く評 価 され た こ とで あ った が,こ の実 行 に際 し

て も痛 感 した こ と は,都 市 に於 て 自転 車 を よ り高度 に利 用 す る た め に は,自 転

車 そ の も の(ハ ー ド)よ り,む し ろ そ の 利 用 の 方法(ソ フ ト)面 の 開 発,或 い

は ソ フ トをふ ま え たハ ー ドの 開 発 が必 要 で あ る こ とで あ っ た。

自転 車 が 今 日の 社 会 に本 当 に復 活 す るた め に は,そ れ に適 した環 境 と運 用 方

法 が つ く られ な け れ ば な ら な い。

この よ うな面 に関 して も,ヨ ー ロ ッパ に1日 の 長 が あ る よ うで あ る。 ヨー ロ

ッパ 各 国 には,日 本 の 国 道 の よ うに途 切 れ 途 切 れで な く充 分 に広 くて 安 全 な 自

転 車 道 路 が あ り,都 市 の 中 に は よ く設 計 さ れ た 自転 車 駐 車 場 が あ る。

日本 に於 て も除 々 に 計 画 は進 みつ ・あ る の だ が,実 際 に 利 用 す る と色 々 な面

で,不 便 で しか も危 険 な もの が 多 い 。

例 え ば こ ・に駅 前 の 自転 車 置 場 の 問 題 が あ る。 最 近 に な っ て,や ・改 善 され

た と は言 え大 半 が 見苦 し くかっ 不完 全 な も の で あ る 。一 〈図16>

<図16>

現 在,非 常 に 多 くの サ ラ

リー マ ンや 学 生 は郊 外 の 住

宅 か ら都 心 の 職 場 や 学 校 へ

電 車通 勤 をす る状 況 に あ る

が,そ の 郊 外 の 駅 迄 も,住

宅 か ら は仲 々遠 くて 不 便 な

の が実 状 で あ ろ う。 そ こで

自転 車 で 駅 迄 行 きそ れ か ら

電 車 利 用 と い う こ と に な る
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の だ が,こ うい う社 会生 活 の 現 状 に対 しての 環 境 説 計 は非 常 に お くれ ,ほ とん

ど放 置 され て い る。

問 題 点 の 発 見 と そ れ に対 す る策 を発 想 す る の が イ ン ダ ス トリア ル デ ザ イ ンの

役 割 で あ る か ら,自 転 車 の駐 車 問 題 解 決 の 為 の 設 計 を進 め るべ きで あ る が,筆

者 は,そ れ を 自転 車 その も の(ハ ー ド)の 設 計 に結 び つ けて1つ の 新 しい提 案

を試 み た い と思 う。(こ れ は 筆 者 が デ ザ イ ンに 関係 す る或 る メ ー カ ー の 開 発 例

で あ る)

自転 車 通 勤 を提 唱 す る 人 もい る が,ほ とん どの 人 々 は,電 車 の代 り に 自転 車

を使 っ て通 勤 す る程 職住 接 近 は して い な い の で 掛 け声 ば か りで 仲 々 実 現 しな い 。

前 述 の よ う に実 際 に は,自 転 車 が電 車 や バ ス の よ う 存長 距 離 大 量 輸 送 機 関 に

と って 代 わ る と い うこ と は不 可能 に近 い の で あ っ て,そ れ ら を交 通 の メ イ ン シ

ス テ ム とす れ ば,そ の サ ブ シス テ ム と して と ら え な けれ ば な らな い の で あ る。

そ こで 考 え られ るの は ホ ー ル デ ィ ング 車,即 ち,折 りた ・ん で 携 帯 出 来 る タ

イ プの 自転 車 で あ る。 こ れ な らば,自 転 車 に乗 っ て きて駅 で ノ ッ ク ダ ウ ン し,

バ ッ グ に入 れ て携 帯 出 来 る わ け で あ る か ら交 通 シス テ ム と して ジ ョイ ン ト出 来
,

シス テ ム と して 成 り立 っ 。

しか しこ の場 合 で も駅 で 乗 り捨 て 手 ぶ らで 電 車 に乗 ろ うとす れ ば,最 初 の状

況 と同 じこ とに な って しま う。

そ こで,自 転 車 を コ イ ン ロ ッ カー に収 納 出 来 な い だ ろう か と い うア イデ ア が

浮 ん だ 。

自転 車 を小 型 化 し,携 帯 用 と して 利 用 す る為 に は バ ッ グ に収 納 す る こ と が必

要 で あ る が,バ ッ グ に入 れ られ た 自転 車 は,単 純 に荷 物 と して 取 扱 う こ と が 出

来 るか らで あ る。

問題 は小 型 化 した とい え ど も 大 人 が乗 れ る 自転 車 が コイ ン ロ ッカ ー に(そ れ

も 出来 れ ば大 型 の特 殊 の もの で な く,100円 の 普 通 型 の コ イ ンロ ッカー に)入 る
、

だ ろ う か と い う こ とで あ る。
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従 来 か らで も,特 殊 な小 型 自転 車 は あ っ た が,そ の よ うな も の で は な く,大

人 が乗 って3粁 一5粁 の 走 行 が出 来 る もの で なけ れ ば な らな い。 そ の 為 に は ハ

ン ドル 高 は 約1000mm,サ ドル 高 は約800㎜ が 必要 で あ る。

一 方 コイ ンロ ッカ ーの 大 き さ は
,400×420×S80mmで あ る。 しか し常 識 で 思

って い る もの よ り大 きい もの で あ っ て 可 能 性 は あ る と考 え られ た。

約1年 間 の 設 計,試 作,テ ス トの結 果,よ うや くほ ・"目的 を満 足 し得 る 自転

車 が完 成 され た が,勿 論 設 計 の デ テ ー ル はA社 技 術 陣 に よ って な され た の で あ

る。 【写 真 に よ る説 明 】〈図17>～ 〈図21>

Aハ ン ドル部 折 た ・む

Bシ ー トポ ス ト 抜 く

Cフ レ ー ム 折 た ・む

Dペ ダ ル 抜 く

〈図17>

ハ ン ドル高1000㎜ は ,中 心 部 で

折 る と500㎜ とな る。

〈図18>

一37一



4箇 所 を折 た ・み,サ ドル下 に付

けて いる壽用 バ ッグに収納 す る。

約3分 間で 出来 る。

〈図19>

大人が乗 って充分 に使 える。特 に

都市の中で歩行者 と共存す る乗物

として適 す る。

<図20>

駅ii7の自転 車放 置状態は,環 境美

観 上も良 くな く,又 自転車 自身 も

汚れ傷 っ くもので ある。若 しこの

よ うなロ ッカー に収納 されるな ら

ば,そ の両者 を補 うことが出来,

かっ保安面で も完 全で ある。

これ らのロ ッカーは全国 の鉄道 の

駅 に設 けられて いるもの であ るか

ら,携 行 を考慮 に入れる と自転 車

がそのサ ブシステムと生 きること

が大 いに可能 となるであろ う。

〈図21>
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こ の よ うな 自転 車 の 開 発 が,現 在 の 交 通 問 題 の根 本 的 解 決 に は勿 論 な ら な い

で あ ろ う。

し か し現 状 の打 解 の 為 に は,色 々 な策 が,あ ら ゆ る方 面 か ら提 案 され な け れ

ば な ら な い だ ろ う。本 提 案 が そ の一 端 に加 わ る と評 価 され る な らば 幸 いで あ る。
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